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アザミオオハムシ Galeruca vicina Solsky は南
千島・北海道・本州および朝鮮半島，シベリア，モ
ンゴル，中国に生息する体長 10 ～ 11mm の大型
のハムシで，幼虫と成虫がキク科のアザミ類とフキ
を摂食することが知られている（林ほか，1984；
木元・滝沢，1994）（以下，自然下で幼虫が摂食し，
発育を完結できる植物を「食草」，自然下で成虫が
摂食する植物を「餌植物」として区別する）．また，
有毒植物として知られるトリカブト属の 1 種（キ
ンポウゲ科）の葉を本種の成虫が摂食していたとい
う報告もあり，これは「シカの採食によって植生
が単純化したことにともなう食性の変化」と解釈さ
れている（日下部，2012）．ハムシ類がこういった
類縁の遠い植物を新たな餌資源として利用する現象
は，同所的種分化の初期段階にあたるホストレース
形成につながり得るものとして（日下部，2012；
松本・加賀，2012），あるいはハムシ類における食
性の進化や地域群集の構造（鈴木ほか，2013）を
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Abstract. Larvae and adults of the leaf beetle Galeruca vicina are known to feed on leaves of some Com-

positae species (thistles and Japanese butterburs). Here we report the discovery of adult G. vicina feeding 

on leaves of Aconitum sachalinense var. compactum (Ranunculaceae) from Rebun Island, Hokkaido, Japan. 

Feeding individuals were repeatedly found in different years, suggesting A. sachalinense var. compactum is 

consistently utilized as an adult food plant on the Island.

考察するうえで興味深い知見である．
著者のひとり杉浦は 1999 ～ 2013 年の 15 年間，

礼文島において絶滅危惧種レブンアツモリソウの繁
殖生態に関する調査を行なった（杉浦，2016）．そ
の間に主に島南部の桃岩歩道においてトリカブトの
仲間であるリシリブシ Aconitum sachalinense F. 
Schmidt var. compactum Miyabe et Tatew.（ キ
ンポウゲ科）の葉を摂食するアザミオオハムシ成虫
を確認したので，ここに記録しておきたい．本種
の同定は，滝沢・小宮（2006）による日本産オオ
アラメハムシ属 Galeruca 4 種の識別点等を参考に
し，南が写真と標本をもとに行なった．

観察結果
腹部の膨れたアザミオオハムシのメス成虫が

2012 年と 2013 年の 9 月に桃岩歩道沿いに生える
リシリブシの株上でみられた（図１A）．また，記
録を残していないが，他の年にも同地のリシリブシ
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上でみかけた記憶がある．いずれの年でも成虫は決
して稀ではなく，同一株上に複数の個体がみられる
こともあった（図 1B）．株上には成虫の摂食痕や排
泄物が残されており，実際に葉を摂食中の個体を幾
度も目撃した（図 1B）．

島北部の大備や浜中にはリシリブシがほとんど生
育していない（杉浦，個人的観察）．そのためか同
地域での成虫の発見例は非常に少なく，2010 年 9
月上旬にウド（ウコギ科），2012 年 9 月中旬にゴ
ボウ（キク科）のそれぞれ葉上で各 1 匹を確認し
たのみである．いずれの個体も腹部の膨れたメスで
あった．

考察
礼文島にはシカを含め，大型の草食獣は生息して

いない（礼文町，2012）．また，桃岩歩道沿いのリ
シリブシ生育地は海沿いの断崖上に形成された広葉
草原（大場，1988) で，放牧地や採草地としての利
用も行われていない．したがって，日下部（2012）
の報告事例とは異なり，今回観察を行なったリシリ
ブシ生育地には植生を単純化させるような外的要因
がみあたらない．その一方で，リシリブシを摂食す
る成虫は複数年にわたって確認された．これらのこ
とから，礼文島にはこれまで記録されたことのない
トリカブト属を常食するアザミオオハムシ個体群が
存在する可能性が高い．リシリブシ株上のメスがど
こに産卵するかは未解明だが，その腹部の形状から

みて遠方に移動するとは考え難い．スミイロオオア
ラメハムシ G. tanaceti (L.) のように（Randlkofer 
et al.，2009），餌植物付近の地際近くの草茎等に
産卵するのかもしれない．

今後，本種の食性をより詳細に解明するために
は，少なくとも以下の課題に取り組むことが必要と
思われる．
（1）礼文島における食草の解明：国外ではトリカ

ブト属を食草や餌植物として利用する同属種が知ら
れているが（G. laticollis Sahlberg，Wanntorp & 
Fägerström，2006; Bukejs，2009: G. monticola 
(Kiesenwetter)，Bourdonné & Doguet，1986; 
Petitpierre，1994），礼文島のアザミオオハムシが
食草としてリシリブシを利用するか否かをまず明ら
かにする必要がある．また，チシマアザミやアキタ
ブキ，野生化したゴボウといったキク科草本の利用
状況についても調査すべきである．
（2）礼文島における餌植物の解明：成虫がチシ

マアザミ等のキク科植物を摂食するか否かを，特に
島の北部で調べる必要がある（北部と南部とで餌植
物が違うかもしれない）．
（3）礼文島以外でのトリカブト属の利用状況：

リシリブシは利尻島にも生育している．また，
その原名亜種カラフトブシ A. sachalinense ssp. 
sachalinense は道北・道東に，変種エゾトリカブ
ト A. sachalinense ssp. yezoense (Nakai) Kadota
は北海道の広域に分布している（梅沢，2007）．仮

A B

杉浦・南 図１

図１．リシリブシ株上のアザミオオハムシのメス成虫．A. 花蕾上の静止個体（2012 年 9 月 10 日 桃岩歩道）．腹部が大きく膨れている; B. 
葉を摂食中の個体（2012 年 9 月 12 日 桃岩歩道）．右下にも別個体がいる．
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にアザミオオハムシが生息している場合，それら分
類群の利用状況を知ることは，トリカブト属を常食
する習性の一般性 / 特殊性を評価するうえで重要な
知見となり得る．

アザミオオハムシ成虫は体も大きく，また特徴的
な種であるため，その発見・識別が比較的容易で，
上記した課題のうちの少なくとも（2）と（3）に
ついては，ハムシ類に関する専門知識が特になくと
も調査可能と思われる．本報が今後の調査着手の
きっかけとなれば幸いである．
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